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境教育がその普及の節一段階をまずは構築し得た

ことは朧の目にも確かであろう。

世界大職後の急速な経済復興の【'1で世界は大規

模な環境問題に直1ｍした。その現実の中から現境

教ﾌﾟrの埴要性さが気づかれるように/直ってきて、

|到述による一巡の国際会議やベオグラード懲章の

超iWなど、環境教育の杵及と発峻のためのﾀﾁﾉﾉが

世界的に数多く行われるようになってきた㈹１１本

でも1990年に１１本環境教ﾌﾟｹﾞ学会が`没立され、この

１０年１１１１、環境教7ifの瞥及と発展のために椅戈な活

動を銃けてきた．そして、今Ⅲ、ここに１０周年記

念雄の発行にまでいたることができた。もちろん、

本や会設立以Iiiiにも公1嶢敬行や空き(li枯いの実践

幕、１１本の各地で多様な環境教育およびそれにつ

ながる教育活動が連綿と続けられてきており、そ

れらの流れが満を持して1990年の学会設立に合流

したのである。また、学会の設立に奔走した人た

ちぱそれぞれにⅡ的が異なる様々な教7if機関や研

究組織を担って活動していながら、［環境教育］と

いう'1j時としては新しく大きなキーワードのもと

に小異を捨てて大合流し、学会設立に共1,｣できた

ことが、日本での現境教ffその後の発鵬を強く押

し進める契機となったのは,減に幸いな二とであっ

た_

この10年で、日本の環境敬了『が急速に耕及し槌

展してきたことは、環境散ﾌﾟifという臼災が社会一

般にも広く受け入れられつつある現状をみれば、

その内存が未だ十分とは言えないとしても、その

杵及の速度は役fzuIi時からJ；えると喪に雛<ばか

りである。文部1ﾉｵをはじめと-1-る国の機１１８１から地

方自治体難の身近な1｢政機関ばかりでなく、ＭＤＯ

などの様ﾉQfな社会組織も環境を軸に多様な教行、

啓蒙活動を展開するようになった．もはや環境教

育が問題の解決に必要不可欠なものであり、かつ

効果が大きなものとして人々に認知され、ますま

す期待されるようになってきている。日本での環

この段階において、学会のこれまでの１０年を振

り返り、２１世紀を迎えたこれからの10年を新たに

櫛想することは、それでなくても忙しさに追われ

て環境にまでＨを向けることなく経済発腱に迺進

してきたｕ本の過去を柵算し、新たな環境の時代

を世界的に榊築するためにはぜひとも必要なこと

であろう。こらからの環境教育の発展のために検

討、研究されなければならない裸題は尖に多い。

例えば、環境教育は実践が亜要と商われてきたが、

学としての榊築はいかにしてなされるのか、環境

数7ifは総合的学習の時１１１１や教科の中でどのように

取り扱われるのが好ましいのか、学校と地域で異

なる組織、lljll度の元で迎挑もなく個別に進)礎して

きた環境散布をいかにしてつなぎうるのか、また

地球的な環境１１１１鼬を国家の枠を越えてどのように

敬材化しえるのか尋、検封すべきiMR題は実に多い。

また、環境散ﾌﾞｹﾞｷﾞ:会それ''1体のあり方も、本文中

のアンケートの意見に兄るごとく蝿題は多い。例

えばその役ti榊成や環境教育への,舟い社会的要計ｉ

についてどう応え得ているかなど、ニニでも検討

すべきことは数多い。とりわけ、環境教育の推進

が兵に環境問題を解決しうる力を発揮するために

は、社会それ自体がより|)Hかれたものへと質的に

変雌しなければならないが、まさに環境教育がそ

うした社会変｝腹の－－肋と左り１１ﾄているのかをも１－

分にLL極めなければなら左い゜今[可まとめられた

本学会の1Ｏ脚年紀念誌の各郁資料もそうした鑓倫

のための基礎となれば幸いである。環境教育の来

し方行く末を大いに鍍倫し、新しい時代へのワン

ステップとしたい。

ａ,



股後に、木学会の10周年記念誌が柵想されてか

ら発刊まで丸３年もの日時を饗やしてしまった。

当初、［学会の10年IHIの成果、会員サービスになる

もの、次の10年をみすえたもの］の３つの住を目

標に、日本の曝境教育の全体像を描きたいと大望

をもって企画された本誌であるが、そのねらいを

-1-分には達成できず申し訳ありませんでした。不

手際にもかかわらず、この'1Mには記念シンポジウ

ムllMiiやアンケートの実施等で会貝外の方痔にも

多大なご協力をいただいた。そうした方だや会員

の皆様に深く感謝すると同時に、これからの学会

と環境散f了のより－１Wiの発展にご支援、ご協力を

今後ともよろしくお願い申し_上げます。
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